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SSD のボトルネックを
PCI Express で乗り越える
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Serial ATA の限界を
超えてしまった

Intel® Core i7 Processor × Intel® SSD

Serial ATAの限界を超える
PCI Express対応「Intel SSD 910」

一般的な 2.5インチ型 SSDとの違い。PCI Express 対応の
Inrel SSD 910 はビデオカードなどのように拡張カード型の
形状となっている

PCI Expressの性能の違い

PCIExpress のバージョン 1.x 2.0 　 

同期方式 エンベデッド エンベデッド
 クロック クロック

1レーンあたりのデータ転送速度 250MB/s 約 500GB/s

x16 時の最大転送速度 8GB/s 16GB/s 

信号速度 2.5GT/s 5GT/s 

 

　Vol.1 や Vol.2 でも紹介したように、

SSD（Solid State Drive）は、回転するディ

スク上にデータを記録するHDDと異な

り、記録媒体にNANDフラッシュメモ

リを使用しています。これにより、

HDDとは比べものにならないほどの短

時間でデータのアクセスが可能です。ま

たHDDとは異なり、内部のフラッシュ

メモリに対して並列的にデータアクセス

を行えるようにすることで、データアク

セスの速度やスピードなどの性能向上が

しやすいという特徴を持っています。

　Vol.2 で紹介した Intel SSD 520 などの

一般的な SSDでは、パソコンにハード

ディスクなどの記憶装置を内部接続す

る規格として、Serial ATA と呼ばれるコ

ネクタ規格で接続を行っています。

Serial ATA は、転送速度が 150Mバイト

/秒のものから 300Mバイト /秒の最大

転送速度などに対応した Serial ATA 2.5、

さらに 600Mバイト /秒の最大転送速度

などに対応した現行の Serial ATA 3.0 に

順次性能を向上させてきました。しかし、

SSDの性能向上は著しく、一部のコン

シューマ向け製品では、Serial ATA 3.0

でも転送速度が不足する状況になってき

ています。

　コンシューマ向けでは、Serial ATA で

も必要十分な性能を得られますが、サー

バー用などの製品では、データベースへ

の複数アクセスというより高速な性能が

求められています。このため、こうした

高性能を求められる用途では、Serial 

ATA よりもデータの転送速度を得られ

る PCI Express を使用する方向に向かい

つつあります。PCI Express は、ビデオ

カードなどの拡張カードを増設するため

のスロットです。転送速度はマザーボー

ドの対応している PCI Express の世代と

コネクタ側で採用している規格によって

異なります。拡張カード向けに標準的に

採用されている 4レーン (x4) などのほ

か、ビデオカード向けなどに使用されて

いる 16 レーン (x16) タイプが存在して

います。この PCI Express にいち早く対

応した SSDが Intel から登場しました。

それが次ページで紹介する「Intel SSD 

910」です｡

Inrel SSD 910 はマザーボード上の PCI Express x8コネクタ
に接続する。写真は上からPCI Express x16、PCI、PCI Ex
press x4コネクタ
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「Intel SSD 910」は、データセンター向け

の製品として発売されている製品です。大

容量の 800GB モデルおよび 400GB モデル

が用意されており、HDDに匹敵する容量

を有しています。最大の特徴は、パソコン

のマザーボードとの接続方法に、PCI 

Express 2.0 を採用、8レーン（x8）接続に

対応することにより高性能を実現していま

す。このため、通常の 2.5 インチサイズの

SSDとは異なり、ビデオカードなどの拡張

カードと同じ形状をしています。

　本製品がどれくらい高性能化というと、

Vol.2 で紹介した Intel SSD 520 の 240G バ

イトモデルでは、シーケンシャルリードが

550Mバイト /秒、シーケンシャルライト

が 520Mバイト /秒であったのに対し、

Intel SSD 910 では、シーケンシャルリー

ドで 2000Mバイト /秒、シーケンシャル

ライトで 1000Mバイト /秒と読み書きと

もに高速です。また、1秒間に行なえるリー

ド・ライトの回数を表わす単位である

IOPS 値の数字も、Intel SSD 520 の 240G

バイトモデルでは、リードで 50,000IOPS、

ライトで 80,000 なのに対し Intel SSD 910

の 800GB モデルでは、リードで

180,000IOPS、ライトで 75,000IOPS とデー

タベースなどの読み取りに最適化された性

能を有しています。

大容量のデータを瞬時に読み出す能力

圧倒的パフォーマンスを誇るIntel SSD 910
PCI Express対応で最高峰の性能を持つ
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Intel SSD 910 は性能を追求した最上位の SSDです。リード性能が要求される仮想 PC やデータセ
ンターといった負荷の高いビジネス用途向けに必要な高い処理能力を有しています。

主要なIntel SSDのスペック

Intel SSD 910 は拡張カード型

❷インタフェース
市販の SSD が Serial ATA 3.0 を採用
しているのが一般的なのに対し、Intel 
SSD 910 では拡張カードに使用される
PCI Express 対応となっているのが最大
の特徴となっている

製品名（下記性能はカッコ内容量時） Intel SSD 910（800GB） Intel SSD 520(240GB） Intel SSD 320（600GB）

容量（GB) 400、800GB 480、240、180、120、60GB  600、300、160､120、80、40GB

インタフェース PCI Express 2.0 x8  SATA 6Gb/s   SATA 3Gb/s 

NAND Flash  MLC(HET) MLC MLC

シーケンシャル・リード 2000MB/s 550MB/s 270MB/s

シーケンシャル・ライト 1000MB/s 520MB/s 220MB/s

ランダム・リードIOPS 180000 50,000 39,500

ランダム・ライトIOPS 75000 80,000 23,000

消費電力  アイドル：12、アクティブ：25W アイドル：0.6、アクティブ：0.85W アイドル：0.1、アクティブ：0.4W

書き込み耐性(最大) 14 PB 60TB 60TB

保証期間 5 年 5年 5年

❶

❷

Intel SSD 910 の内部構造。拡張カード型を生

かしてフラッシュメモリを階層配置している

❶NANDメモリ
データを記録するフラッシュメモリ。最新の25 nmプロセスで製造され、
大容量を実現するため基板上に複数の階層に重ねて配置されているのが
特徴。Intel 独自の High Endurance Technologyと呼ばれる高耐久化
技術を用いることで、MLCタイプのチップでありながら、SLCタイプ並の
耐久性を持っている

データシートより抜粋した Intel SSD 910 の構成ブロック図。800GBモデルでは 4 個の

コントローラーをPCIe-SASブリッジコントローラで束ねる構造になっている。PC から

は 4台のドライブが存在するように見える
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Windows 7であればドライバ不要。
簡単にセットアップ可能

　Intel SSD 910 の運用で注意すべき点は二つあ

ります。一つは取り付けるため PCI Express コ

ネクタです。Intel SSD 910 は PCI Express(x8) に

接続する設計ですが、多くのマザーボードでは、

PCI Express(x8) コネクタを持っていません。し

かし、ビデオカードなどの接続のために上位規

格である PCI Express(x16) は用意されています

ので、こちらに取り付けましょう。Windows

の標準ドライバで動作可能ですが、運用時はイ

ンテルのサポートサイトから最新ドライバを入

手してください。

　なお注意点として、古いマザーボードでは、

PCI Express 規格が古いことがあります。性能を

発揮するため PCI Express2.0 以降に対応したマ

ザーボードをご用意ください。また、PCI 

Express(x16) はマザーボードによっては、グラ

フィックスカードのみのサポートとなる場合が

あります。もう一つの注意点は、ソフトウェア

RAID で運用することが前提になっている点で

す。このため、OS用には別ドライブをご用意

ください。Intel SSD 910 を起動してWindows

から見ると、右の画像 3のように、4台のドラ

イブがあるように見えます。このままでは速度

が遅くなっています。このため、右のように

Windows 7 のソフトウェア RAID を設定し、

RAID0（ストライピング）にすることで Intel 

SSD 910 の本来の性能が発揮できるようにしま

す。

PCI Express x8 対応マザーを用意
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Intel SSD 910 は電源ケーブルも不要です。一方、RAID の設定が必要であるなどほかの
SSDと異なる部分があります。ここでは基本的な設定方法について解説します。

マザーボード上の拡張スロットに Intel SSD 910 を取り付
ける。PCI Express(x8) が無い場合は、ビデオカード用
の PCI Express(x16) に取り付ける

「マイ コンピュータ」を右クリックし、「管理」をクリッ
ク。「記憶域」にある「ディスクの管理」フォルダを開く

ドライバがきちんと自動インストールされれば、システム用
のドライブ以外に認識されているドライブが 4台あるはず

追加されたドライブ上で上で右クリックし、表示されたメ
ニューから「新しいストライプ ボリューム」を選択する

「利用可能なディスク」から Intel SSD 910 のドライブを選
択。「追加」ボタンを押して「選択されたディスク」にドラ
イブを追加する

ドライブ名を指定し、「次へ」を選び、画面の指示に従って
作業すればドライブの設定が完了する

①Intel SSD 910 を取り付ける ②ディスクの管理を開く

③ドライブが 4 台追加されている ④RAID0 の設定を行う

⑤RAID に設定するドライブを選択 ⑥ドライブ名を指定する
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「Intel SSD 910」なら
高負荷環境でも性能低下なし！

　　ここでは、Intel SSD 910 は通常の

SSDとの性能の違いについて紹介しま

す。テストに使用したのは Vol.2 でも使

用しているベンチマークテスト

「iometer 1.1.0」です。Intel SSD 910 の

比較に使用したのは、Vol.2 で紹介した

レベルの違う安定性の高さ
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IOMater Intel SSD 910

「Intel SSD 520」です。iometer では、

4KB という小さなファイルをランダムに

書き込んだ後、128KB、1MB、10MB と

いう大きなデータを連続で書き込むシー

ケンシャルライトを行っています。下の

結果を見ていただけると分かるように、

Intel SSD 520 では大きなファイルを書

き込むとコントローラが Busy になり、

性能にばらつきが生じるタイミングがあ

ります。このため、一定の性能が維持で

きません。一方、Intel SSD 910 は 4 台

のドライブを RAID 0 で運用しています。

それぞれに専用のコントローラを持って

いるため、コントローラが Busy になら

ず、常にフラットで安定した性能を維持

することができます。

高耐久性技術 Intel HETとは？
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Intel SSD 910 は非常に安定した性能が売りです。ここではその性能をベンチマークテストを
用いて検証していきます。

　SSSD に使用されているフラッシュメモリ（NAND

チップ）には、書き込み回数が決められているため一

定の寿命が存在します。その書き込み回数はフラッ

シュメモリに対するデータの記録方式で変わります。

現在 SSDの主流となっているのはMLC方式です。  

   MLC 方式は電圧レベルを三つ以上の電圧レベルを識

別することで、一つの記録素子に多くのデータを記録

できるSSDの大容量化に欠かせない技術です。しかし、

繰り返しの書き換えにより電圧レベルにばらつきが生

じ、下図の R1～ R3 の境界を越えてデータを書き込ん

でしまいます。このため、SLC 方式にくらべデータの

耐久性が低いと言われています。  Intel SSD 910 で使用

されている「Intel HET」はMLC 方式でありながら電

圧コントロールを適切に行いマージンを持たせること

で、境界を越えにくくしました。さらに無駄な書き換

えを最小限にする最適化アルゴリズムやエラー制御な

どのファームウエアの最適化することにより、大容量

化と書き換え耐久性を同時に達成しています。
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※Intel SSD520 のチューニング方法については vol.2 を参照


